
地域活動においてこの10年間は、過去の70年
間と比較すると最も変化の大きい10年であった
と思います。まず、地域活動協議会が設立され、
大阪市からの補助金制度が大きく変わりました。
この補助金により地域行事を運営していく上で大
きな手助けになり、地域の活性化の一助となって
来ました。

ところが、３年前の新型コロナ感染拡大により、
感染拡大防止の観点から事業の中止または規模縮
小した運営を余儀なくされ、地域活動は停滞し、
現在に至っています。

この原稿作成時点では一時より新規感染が落着
いて来ていることから、行動制限が緩和されつつ
あり、徐々にではありますが地域行事を再開しつ
つあります。

例をあげますと
① 過去２年間は無観客でサプライズ打上げの花火

を本年度は観客を入れて、コンサート・漫才・
花火打上げにて再開

② ふれあい喫茶は入場制限し、２部制にて再開
③ 高齢者食事サービスをテイクアウト方式で再開

等があります。この他にもコロナ禍でも規模縮
小し、継続実施してきた事業もあります。

早くコロナが終息し、新たな活動再開のスター
トができることを願っております。

「みんな」が主役の活力ある菫

＊ 「すみれフェスティバル」：大きな舞台を小学
校の校庭に設置して、１日目は公募した団体に
よるダンスや音楽などの発表、２日目は盆踊り
を実施。二日とも地域団体が出店する多数の模
擬店もあり賑わいます。コロナで３年ぶりの開
催となった４年度は、二日間で約5500人の参
加がありました！

＊ 「すみれっち誕生」：平成30年。すみれ小学校
の創立60周年を記念して児童会でアイデアを
出し、投票で誕生しました。地域のイベントな
どに引っ張りだこの可愛いキャラクターです。

＊ 「すみれいこいの広場」：コロナで実施できな
くなった食事サービス、ふれあいサロンを廃止
し、それに代わる新しい居場所を創りました。
参加者には毎回自由な時間を過ごしてもらって
います。

☆ 今後も若い人たちや構成団体の皆さんとともに、
楽しく地域のこれからを考えていけたら。と
思っています。

関 目 東 菫
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榎並地域では、夏の榎並夏祭り盆踊り大会で各
種団体の夜店を展開し、子どもから大人まで楽し
めるお祭り、秋にはエナミスポーツフェスティバ
ル（地域対抗の綱引きや玉入れ、子どもから大人
へとつないでいくリレー競技など地域の繋がりを
大切にする取り組み）、夜間避難訓練（すべての
電気を遮断し、真っ暗な中で発電機の操作や、避
難所の設営などの体験）、12月には子ども会を中
心に各地域で、餅つき大会など地域の方々と一緒
に活動するイベントや、年末には防犯委員会を中
心に各地域で歳末夜警の実施、子ども見守り隊、
一人暮らしのお年寄りの見守りなど地域の皆さん
のご協力をいただいて行っておりますが、この２
年間コロナ禍の影響でほとんどの行事が中止とな
り残念な思いをしております。一歩ずつでも前向
きに進めて、一日
でも早く元の状態
に戻れるよう願っ
ています。これか
らも地域の絆を大
切に住みやすい地
域をめざして活動
を行ってまいりま
す。

区制80周年おめでとうございます。
成育は、旧名　野江東の町から、成育小学校の名称

をいただき成育といたしました。
成育とは「育って大きく成長することにあり」名称

に恥じない素晴らしい町づくりに、皆んなで楽しく力
を合わせて、町づくりに励んでいます。

成育は
１ ．地域東部の発展：準工業地域から住居地域になり、

工場跡地にマンションが次々建設され人口が著しく
増加する。

２ ．交通が便利：京阪電鉄の他に、新たに JR野江駅
が開通され、非常に便利になった上に、買い物にも
便利な大型店舗があり、日々の生活を潤い、活気が
みなぎり町として大きく発展してきました。
地域の活動状況

十一の町会に区分し、新旧住民が仲良く町づくりに
励んでいます。
主な組織活動

女性会、民生児童委員、防犯委員、和楽会、青少年
指導委員、青少年福祉委員、スポーツレクリエーショ
ン委員、子ども会、スポーツ推進委員
１ ．子どもを中心とした活動：子育てサロン、子ども

見守り隊、球技大会、ミニ運動会、校庭キャンプ、
Seiiku文化祭、ラジオ体操

２ ．高齢者を中心とした活動：敬老会、百歳体操、グ
ランドゴルフ、ディスコン、食事サービス

３ ．防犯防災活動：歳末警戒（夜警含む）、青色パトロー
ル、避難訓練、消火器訓練、煙道体験、DVD 使用訓練

４ ．その他の活動：成育ふるさと祭り、ふれあい喫茶
等のほか、成育には公園が三か所あり、子どもたち
が走り回り、楽しい笑い声が響き渡っています。

榎 並 成 育

各 地 域 の こ の 1 0 年
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